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Ｅ
Ｒ
Ｗ
21
と
は

　

こ
の
活
動
は
平
成
20
年
度
か
ら
開
始
し
、

今
年
度
で
６
年
目
に
入
り
ま
す
。
こ
の
５

年
間
で
評
価
・
分
析
し
た
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ

レ
ポ
ー
ト
数
は
42
件
、
意
見
交
換
企
業
数

は
延
べ
27
社
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は

の
ご
意
見
、
学
生
の
自
主
的
な
意
見
を
も

と
に
毎
年
改
善
を
重
ね
、
現
段
階
で
は
、

﹁
会
社
の
姿
を
見
る
﹂
６
指
標
、﹁
職
場

環
境
を
見
る
﹂
５
指
標
、﹁
環
境
へ
の
取

組
を
見
る
﹂
６
指
標
と
４
つ
の
﹁
総
合
指

標
﹂
と
な
っ
て
い
ま
す
（
図
参
照
）。

学
生
が
興
味
の
あ
る
企
業

の
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー

ト
を
評
価
し
、
ご
了
解
い

た
だ
い
た
一
部
の
企
業
の

み
報
告
・
意
見
交
換
を
行

っ
て
い
ま
し
た
が
、
企
業

に
出
向
き
、
顔
を
合
わ
せ

て
、
報
告
・
意
見
交
換
す

る
こ
と
が
学
生
に
と
っ
て

も
企
業
に
と
っ
て
も
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
い
こ
と
に
気

付
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め

平
成
22
年
度
以
降
は
、
評

価
企
業
の
選
定
の
時
に
報

告
・
意
見
交
換
を
行
う
こ

と
を
事
前
に
ご
了
解
い
た

だ
き
、
活
動
を
進
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
報
告
書

を
評
価
す
る
企
業
数
は
、

学
生
の
作
業
量
を
考
え
、

年
間
９
社
程
度
で
す
。

　

21
の
指
標
は
企
業
か
ら

環境・ＣＳＲ レポートの有効発信

リクルート視点と企業視点との融合
武蔵野大学 環境学部長　佐々木 重邦

武蔵野大学環境学部では、企業が発行する環境・ＣＳＲレポートを学生が独自に作成したリクルート視

点の21の指標に基づき評価・分析し、発行企業へ報告・意見交換を行う活動（ＥＲＷ21：ECO RE-

PORT WAY21）を行っています。この活動は、学生にとっては企業の環境・ＣＳＲ活動を詳細に知る

ことができると共に企業の方々と直に意見交換を行える貴重な機会が得られるというメリットがありま

す。一方企業側ではステークホルダーの一員であり、今後社会人となる学生の新鮮な意見を知ることが

でき、今後の環境・ＣＳＲレポートをより良いものに出来るというメリットがあります。ここではＥＲ

Ｗ21の活動を紹介し、企業サイドで環境・ＣＳＲレポートの有効発信にご活用いただければと考えてい

ます。

リクルート視点による21の指標
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平
成
24
年
度
の
活
動

　

メ
ン
バ
ー
は
３
年
生
と
２
年
生
の
合
同

チ
ー
ム
で
、
平
成
24
年
度
は
３
年
生
８
名
、

２
年
生
４
名
の
12
名
で
し
た
。

　

12
名
の
メ
ン
バ
ー
が
各
社
の
環
境
・
Ｃ

Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
を
読
み
込
み
、
５
段
階
評

価
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
根
拠
と
な
る

﹁
好
意
を
抱
く
点
﹂、﹁
改
善
を
望
む
点
﹂

に
つ
い
て
具
体
的
な
コ
メ
ン
ト
を
行
い
ま

す
。
12
名
の
評
価
結
果
を
も
と
に
各
指
標

の
平
均
点
を
だ
す
と
共
に
指
標
毎
の
コ
メ

ン
ト
を
記
載
し
た
報
告
書
を
作
成
し
て
、

１
社
あ
た
り
学
生
４
～
５
名
と
教
員
で
訪

問
し
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
10
月
の
株
式
会
社
ベ

ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
を
皮
切
り
に

清
水
建
設
株
式
会
社
、
イ
オ
ン
株
式
会
社
、

全
日
本
空
輸
株
式
会
社
、
株
式
会
社
電
通

な
ど
９
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
活
動
の
ま

と
め
と
し
て
12
月
に
開
催
さ
れ
た
エ
コ
プ

ロ
ダ
ク
ツ
２
０
１
２
に
出
展
す
る
と
と
も

に
同
時
開
催
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
自
由
記
述
欄
で
﹁
活
動
の
目
標
通

り
、
企
業
・
学
生
双
方
に
と
り
、
Ｗ
ｉ
ｎ

－

Ｗ
ｉ
ｎ
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
﹂、﹁
企
業
に
対
す
る
、
学
生
の
方
々
か

ら
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
、
企
業
側
の
時
間
・

資
源
の
持
ち
出
し
に
な
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
の
活
動
は
間
違
い
な
く
企
業

に
と
っ
て
も
得
る
も
の
が
大
で
す
﹂、﹁
好

意
を
抱
く
点
、
改
善
を
望
む
点
に
つ
い
て

具
体
的
に
コ
メ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
っ
て
、

と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
﹂
等
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｗ
21
の
活
動
が
企
業
の
環
境
・
Ｃ

Ｓ
Ｒ
報
告
書
の
改
善
に
向
け
て
役
に
立
っ

今
後
の
活
動

　

昨
年
度
の
３
年
生
メ
ン
バ
ー
が
抜
け
、

今
年
度
新
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
り
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。
評
価
の
質
を

維
持
、
向
上
す
る
こ
と
が
何
よ
り
の
課
題

と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
新
メ
ン
バ
ー
の
教
育
か
ら
始
め

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
も
、

企
業
に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
Ｅ

Ｒ
Ｗ
21
の
活
動
を
多
く
の
企
業
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
環
境
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
レ
ポ
ー
ト
の

有
効
発
信
に
ご
活
用
い
た
だ
け
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

て
い
る
と
の
感
触
を
強
く
受
け
ま

し
た
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｗ
21
メ
ン
バ
ー
の
コ
メ
ン

ト
を
受
け
て
、
次
年
度
の
環
境
・

Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
を
改
善
し
た
と
の

ご
意
見
も
多
く
伺
っ
て
い
ま
す
し
、

実
際
に
次
年
度
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書

に
そ
の
内
容
を
掲
載
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

　

Ｅ
Ｒ
Ｗ
21
の
活
動
内
容
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

eco
rep
o
rt.jp

/

）
に
詳
し
く
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
開
催
一
週
間

前
に
定
員
（
１
０
０
名
）
を
超
え
る

申
し
込
み
が
あ
り
、
企
業
の
関
心
の

高
さ
が
覗
え
ま
し
た
。

　

ま
た
９
社
の
評
価
企
業
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、﹁
Ｅ
Ｒ
Ｗ

21
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
評
価
・
分
析
結

果
は
、
来
年
度
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
報
告
書
作

成
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
か
﹂
と
い

う
質
問
に
、﹁
と
て
も
参
考
に
な
っ

た
﹂
が
４
社
、﹁
参
考
に
な
っ
た
﹂

が
５
社
で
し
た
。
ま
た
﹁
来
年
度
も

継
続
し
て
評
価
を
希
望
し
ま
す
か
﹂

と
い
う
質
問
に
﹁
希
望
す
る
﹂
が
５

社
、﹁
学
生
の
希
望
が
あ
れ
ば
考
え

た
い
﹂
が
３
社
、﹁
２
～
３
年
毎
に

希
望
す
る
﹂
が
１
社
で
し
た
。
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CSRレポート発行の目的
荏原グループはステークホルダー（荏原グループと関わ

る社内外の様々な利害関係者）とのコミュニケーション

を図りながらより信頼される企業へと成長していくことを

目指しています。

■  C＝Corporate 荏原グループ（企業）が
 S ＝Social 社会に対して果たすべき
 R ＝Responsibility 責任

荏原グループがCSRにどう取り組んでいるかをステーク

ホルダーに報告し、ご意見やご協力をいただくことを目的

として発行します。

荏原グループ
CSRレポート2010について

CSR課題の設定プロセス
■  CSR活動を特別な取り組みと考えるのでなく、「事業目

標や業務目標の達成、日々の業務を誠実に行うこと」が

ステークホルダーとの良好な関係、社会からの信頼と

どう関わるか、という観点からCSRの課題を考えました。

荏原グループ
CSRレポート2010のテーマ
■  荏原グループ全体でCSR活動に取り組んでいることを

より明確にするために、グループ各社の活動成果も

より多く報告するよう努めました。

■  従業員、顧客、取引先、株主・投資家を主要なステーク

ホルダーととらえています。

また、地域・社会及び環境への配慮、情報セキュリ

ティーを重要なCSRテーマととらえています。

■  更に詳細な情報は荏原グループ各社のホームページ

と合わせてご覧いただけるようURLを記載しました。

ステークホルダーの声に応えて
■  2009年度CSRレポートに対して、役員と従業員1,102名、

社外18名からアンケート回答を得ました。更に、従業員

を対象に「CSRレポートを読む会」を3回開催し、46名が

参加してステークホルダーの目線に立って荏原グルー

プのCSRについて考えてみました。もっと荏原グループ

らしさをお伝えしたい、グループ全体での取り組みを

お伝えしたい、という従業員の声をこの2010年版に

反映させるよう努めました。

■  武蔵野大学の学生から

「リクルート目線」で

荏原グループのCSR活

動への評価をいただき、

人事部門とCSR部門と

ともに報告会を開催し

ました。働きたいと思

える会社かどうか、という視点で意見交換し、「従業員と

ともに」のページに諸制度の利用状況などのデータを

追加しました。

■  2009年度に第三者所感でいただいたご意見「CSR

活動のしくみづくり」に関しては、CSR活動企画委員会

が中心になり、2008年度に続き2009年度もCSR活動

レビューを行いました。また、業務の課題を「CSR」の

側面から考えられるよう、全従業員を対象としてCSR

研修を開始しました。2008年度には150件だったCSR

レポートへの従業員アンケートが2009年度には1,102

件に達したことはCSRへの関心の高まりを示すものと

理解しています。
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荏原グループ：荏原と荏原の子会社、関連会社を指します。
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荏原グループ
CSRレポート

武蔵野大学との意見交換

■武蔵野大学の学生
　から
﹁リクルート目線﹂で

荏原グループのＣＳＲ

活動への評価をいただ

き、人事部門とＣＳＲ

部門とともに報告会を

開催しました。働きた

いと思える会社かどう

﹁EBARA Group CSR Report 2010﹂から

か、という視点で意見交換し、﹁従業員とともに﹂のペー

ジに諸制度の利用状況などのデータを追加しました。

武蔵野大学との意見交換

﹃株式会社ベネッセホールディングス様
との意見交換の模様﹄


